















(Tc :サイクロトロン周期, I/-1,2,- )
で表される古典周期軌道群に関係した共鳴が観測されている｡Mainたちはこの軌道群 を調和
振動子と1次元ケプラー運動のおりなす2次元周期運動と理解し,欠損数 ∂〝を現象論的に導
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11･NaBr一KBr混晶における自己束縛励起子
小 坂 英 男
Fig･1は9種類のアルカリノ､ライド結晶について,今までに知られている固有発光帯 (7E,
0,Ex等 )と各々に対する励起スペクトルを模式的に措いたものである.このような図にも
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Figl. 4. 2Kでの帯間励起における､ アルカリハライドの
発光スペクトル (左側)と励起スペク トル (右伽)｡
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修士論文題目･アブストラクト
とずいて,アルカリ′､ライ ド結晶の自己束縛励起子発光 (STE発光 )を統一的に理解 しようと
すると,いくつかの疑問につきあたるOその一つに,NhBrとNaIのSTE発光の特異性が挙
げられる.これらの結晶においてはFig.1を見てわかるように,発光帯は7Fと名付けてある
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